
 

美肌内服セット

商品名
30⽇分(90錠)

⾦額(税込)
ユベラ錠50mg 1,320円

シナール配合錠 1,430円

ハイチオール錠80 1,320円
トラネキサム酸錠250mg 「YD」 2,310円

6,000円
3,800円

美肌外⽤薬

商品名 成分名
1本の
内容量

⾦額(税込)

ヒルドイドソフト軟膏0.3% 25g 1,320円
ヒルドイドローション0.3% 25g 1,320円
ヘパリン類似物質ローション0.3%「⽇医⼯」 50g 880円

プラセンタ注射
商品名 成分名 数量 ⾦額(税込)

1A 1,100円
2A 1,980円
3A 2,860円
4A 3,740円
5A 4,620円

にんにく注射
商品名 成分名 数量 ⾦額(税込)

アリナミンF50注 フルスルチアミン 1A 1,100円

男性型脱⽑症（AGA）治療薬

商品名 成分名
1箱の
内容量

1箱分
⾦額(税込)

プロペシア錠1mg フィナステリド 28錠 8,848円
フィナステリド錠1mg「NIG」 フィナステリド 28錠 5,712円
ザガーロカプセル0.5mg デュタステリド 30ｶﾌﾟｾﾙ 10,800円

勃起不全（ED）改善薬
商品名 成分名 数量 ⾦額(税込)

バイアグラ錠25mg シルデナフィル 1錠 1,320円

⾃費診療のみの場合
初診料：2,970円 令和7年8⽉ 
再診料：  550円（⽉1回のみ、⽉初の受診時に算定）

トラネキサム酸

パーク病院

 美肌セット①（上記4剤）                         
美肌セット②（トラネキサム酸を除く3剤）

ヘパリン類似物質

メルスモン
胎盤絨⽑分解物
（プラセンタ）

⾃費処⽅薬 ⾦額⼀覧

成分名

トコフェロール
アスコルビン酸
パントテン酸
L-システイン



☆薬剤詳細情報を掲載しますので適宜ご参照ください。 

 

〇ユベラ錠 50mg 

ビタミンＥを補給するお薬です。⾎⾏をよくする作⽤があります。ビタミンＥは抗酸化ビタミンとしても知られ、脂肪の代謝、細

胞膜の安定化、⽣殖や甲状腺などの機能にかかわっています。 

先発医薬品です。後発医薬品はトコフェロール酢酸エステル錠です。 

【効能・効果】 

1. ビタミン E ⽋乏症の予防及び治療 

2. 末梢循環障害(間歇性跛⾏症、動脈硬化症、静脈⾎栓症、⾎栓性静脈炎、糖尿病性網膜症、凍瘡、四肢冷感症) 

3. 過酸化脂質の増加防⽌ 

1.以外の効能については、効果がないのに⽉余にわたって漫然と使⽤すべきではない。 

【⽤法・⽤量】 

通常、成⼈には 1 回 1〜2 錠(トコフェロール酢酸エステルとして 50〜100mg)を、1 ⽇ 2〜3 回経⼝投与する。なお、年齢、症状に

より適宜増減する。 

 

 

〇シナール配合錠 

アスコルビン酸（ビタミン C）とパントテン酸（ビタミン B5）を配合した複合ビタミン剤です。通常、病気、妊娠中または授乳中

など、ビタミン C やビタミン B5 が不⾜している場合の補給に⽤いられます。また、メラニン⾊素の形成を抑え、⽪膚の⾊素沈着

（シミ、ソバカスなど）の改善にも⽤いられます。 

先発医薬品です。 

【効能・効果】 

本剤に含まれるビタミン類の需要が増⼤し、⾷事からの摂取が不⼗分な際の補給（消耗性疾患，妊産婦，授乳婦等），炎症後の⾊素

沈着。なお、効果がないのに⽉余にわたって漫然と使⽤すべきでない。 

【⽤法・⽤量】 

通常、成⼈には 1 回 1〜3 錠を 1 ⽇ 1〜3 回経⼝投与する。なお、年齢、症状により適宜増減する。 

【注意】 

・各種の尿検査で、尿糖の検出を妨害することがある［アスコルビン酸（ビタミン C）による］。 

・各種の尿試験紙法による尿検査（潜⾎、ビリルビン、亜硝酸塩）・便潜⾎反応検査で、偽陰性を呈することがある［アスコルビン

酸（ビタミン C）による］。 

 

 

〇ハイチオール錠 80 

アミノ酸の⼀種である L-システインです。湿疹やじんま疹、にきびの治療に⽤いるお薬です。 

後発医薬品です。 

【効能・効果／⽤法・⽤量】 

・湿疹、中毒疹、薬疹、じん⿇疹、尋常性ざ瘡、多形滲出性紅斑 

通常、成⼈には 1 回 1 錠（L-システインとして 80mg）を 1 ⽇ 2〜3 回経⼝投与する。なお、年齢・症状により適宜増減する。 

・放射線障害による⽩⾎球減少症 

通常、成⼈には 1 回 2 錠（L-システインとして 160mg）を 1 ⽇ 3 回経⼝投与する。なお、年齢・症状により適宜増減する。 

 

 



〇トラネキキサム酸錠 250mg 

炎症部位のプラスミンの産⽣・増加を抑え、のどの痛み・腫れを改善します。 

⼥性の肌のくすみの原因として多い肝斑（かんぱん）といわれるシミに効果的です。市販薬のトランシーノより効果的な⽤量でお

渡ししますのでご相談ください。 

後発医薬品です。先発医薬品はトランサミンです。 

【効能・効果】 

・全⾝性線溶亢進が関与すると考えられる出⾎傾向 

  (⽩⾎病、再⽣不良性貧⾎、紫斑病など及び⼿術中・術後の異常出⾎) 

・局所線溶亢進が関与すると考えられる異常出⾎ 

  (肺出⾎、⿐出⾎、性器出⾎、腎出⾎、前⽴腺⼿術中・術後の異常出⾎) 

・下記疾患における紅斑・腫脹・そう痒などの症状 

  湿疹及びその類症、蕁⿇疹、薬疹・中毒疹 

・下記疾患における咽頭痛・発⾚・充⾎・腫脹などの症状 

  扁桃炎、咽喉頭炎 

・⼝内炎における⼝内痛及び⼝内粘膜アフター 

【⽤法・⽤量】 

通常、成⼈には 1 ⽇ 3〜8錠（トラネキサム酸として 750〜2,000mg）を 3〜4回に分割経⼝投与する。なお、年齢、症状により適

宜増減する。 

 

 

〇ヒルドイドソフト軟膏 0.3％ 

⽪膚の乾燥を防ぎ､⾎⾏をよくする軟膏タイプの塗り薬です。 

⽪膚のかさつき、しもやけ、⾓⽪症などに有効です。アトピー性⽪膚炎のスキンケアに⽤いることもあります。 

先発医薬品です。後発医薬品はヘパリン類似物質油性クリームです。 

【市販薬との⽐較】 

市販品の『ヒルマイルド』（60g 1,705円）と同じ成分の薬です。 

【効能・効果】 

⾎栓性静脈炎(痔核を含む)、⾎⾏障害に基づく疼痛と炎症性疾患(注射後の硬結並びに疼痛)、凍瘡、肥厚性瘢痕・ケロイドの治療

と予防、進⾏性指掌⾓⽪症、⽪脂⽋乏症、外傷(打撲、捻挫、挫傷)後の腫脹・⾎腫・腱鞘炎・筋⾁痛・関節炎、筋性斜頸(乳児期) 

【⽤法・⽤量】 

通常、１⽇１〜数回適量を患部に塗擦⼜はガーゼ等にのばして貼付する。 

 

 

〇ヒルドイドローション 0.3％ 

⽪膚の乾燥を防ぎ､⾎⾏をよくするローションタイプの塗り薬です。 

⽪膚のかさつき、しもやけ、⾓⽪症などに有効です。アトピー性⽪膚炎のスキンケアに⽤いることもあります。先発医薬品です。 

後発医薬品はヘパリン類似物質ローションです。 

【効能・効果】 

⾎栓性静脈炎(痔核を含む)、⾎⾏障害に基づく疼痛と炎症性疾患(注射後の硬結並びに疼痛)、凍瘡、肥厚性瘢痕・ケロイドの治療

と予防、進⾏性指掌⾓⽪症、⽪脂⽋乏症、外傷(打撲、捻挫、挫傷)後の腫脹・⾎腫・腱鞘炎・筋⾁痛・関節炎、筋性斜頸(乳児期) 

【⽤法・⽤量】 

通常、１⽇１〜数回適量を患部に塗布する。 



〇ヘパリン類似物質ローション 0.3％ 

⽪膚の乾燥を防ぎ､⾎⾏をよくするローションタイプの塗り薬です。 

⽪膚のかさつき、しもやけ、⾓⽪症などに有効です。アトピー性⽪膚炎のスキンケアに⽤いることもあります。後発医薬品です。 

先発医薬品はヒルドイドローションです。 

【効能・効果】 

⾎栓性静脈炎(痔核を含む)、⾎⾏障害に基づく疼痛と炎症性疾患(注射後の硬結並びに疼痛)、凍瘡、肥厚性瘢痕・ケロイドの治療

と予防、進⾏性指掌⾓⽪症、⽪脂⽋乏症、外傷(打撲、捻挫、挫傷)後の腫脹・⾎腫・腱鞘炎・筋⾁痛・関節炎、筋性斜頸(乳児期) 

【⽤法・⽤量】 

通常、１⽇１〜数回適量を患部に塗布する。 

 

 

〇メルスモン（プラセンタ注射） 

プラセンタは、⻑い歴史をもつ成分であり、メルスモンは更年期障害や乳汁分泌不全の保険適応薬として、⽇本でも信頼度の⾼い

製剤です。 

美肌はもちろん、プレ更年期や更年期世代の慢性疲労・肩こり・イライラ・落ち込み、花粉症・アトピー性⽪膚炎の症状緩和など

に適応します。抗アレルギー内服薬とは異なり、プラセンタは、漢⽅と同様に根本的な体質改善に寄与します。 

更に、肝機能が良くなり、⼆⽇酔いになりづらくなる肝機能障害や⼆⽇酔いのお悩みにもおすすめです。 

健康維持⽬的には週 1 回、アトピー症状が強い⽅は週 2-3 回、花粉症の緩和には年末頃から週 1 回程度の投与をおすすめしていま

す。 

【効能・効果】 

更年期障害、乳汁分泌不全 

【⽤法・⽤量】 

通常、１⽇ 1 回 2mLを毎⽇⼜は隔⽇に⽪下注射する。 

【副作⽤について】 

⽪下注射では重篤な副作⽤が起こることはほとんどありませんが、たまに「悪寒、悪⼼、発熱、発⾚、発疹」などの反応が起こる

ことがあり、この場合はすぐに投与を中⽌します。また、注射部位に「疼痛、発⾚」などの副作⽤が起こることもありますが、こ

れらは半⽇程度で消えることがほとんどです。他にも、プラセンタ注射薬が「たん⽩アミノ酸製剤」であるためアレルギー反応が

起きたり、閉経後の⽉経再開がみられることもまれにありますが、すぐに投与を中⽌すれば治ります。 

 


